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別添 

「安全管理の取組状況の自己チェックシート」 

 

 

【記載要領】 

 

１．運輸安全マネジメント評価は、従来から実施している監査・検査と異なり、御社の輸送の安全を確保する取組みにつ

いてサポートする趣旨で実施いたしますので、自社の取組状況を記入してください。 

 

２．安全管理の取組状況の自己チェックシートは、「一般貸切旅客自動車運送事業の概要」を含め６枚ありますので、本記

載要領を参考に必要事項を記入してください。 

 

３．最初に、１頁の自己点検日、事業者名称、代表者の役職・氏名等及び「一般貸切旅客自動車運送事業の概要」を記入

してください。 

 

４．次に、自社の取組状況を２～６頁の「自己チェックシート（１／５～５／５）」の「自己チェックポイント」をご覧い

ただき「具体的な取組内容等」欄に記入してください。 

 

５．「自己判定」欄には、自社の取組状況を「自己チェックポイント」に照らして、実施している場合は「○」、一部実施

している場合は「△」、実施に至らない場合は「×」を記入してください。 
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自己点検日：平成 28 年 5 月 16 日 

 

事業者名称： 有限会社ネイチャーワールド自動車      代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名： 代表取締役 坂本克善                   

 

                             安全統括管理者役職・氏名： 取締役 坂本紀正                   

 

  

一般貸切旅客自動車運送事業の概要 

項   目 記  載  欄 

所在地 岡山県瀬戸内市長船町飯井 1313-1 

連絡担当者役職・氏名 安全管理者 杉本英一 

電話番号、メールアドレス 電話：080-4269-1414          メールアドレス：info@nature-world.net 

社員数 社員数：38名、（内訳 運転者：23名、運行管理者：2名、整備管理者：1名） 

運転者 平均年齢：58歳、平均勤続年数：4.6年 

営業所数 営業所数：1箇所 

保有車両数 合計車両数：20両、大型 14両、中型 5両、小型 1両 

事故件数（直近の３年間） 平成 27年度：1件、平成 26年度：0件、平成 25年度：1件 

貸切事業許可年月日等 平成 14年 3月 7日許可     バス協会加盟   有 ・ 無 

専業、兼業の別 □：貸切バス事業専業、□：他の事業と兼業（兼業している事業の名称：一般乗用旅客自動車運送事業） 

業務の様態（業務量の多い順

番に番号を付してくださ

い。） 

（3）：行楽シーズンの観光バス、（2）：旅行会社からの依頼、（5）：地元自治会等の依頼、 

（-）：都市間輸送のバス、（4）：修学旅行、（7）：スキーバス、（1）：企業・学校・マンション送迎バス、（6）：

会葬者の送迎バス、（-）：福祉輸送、（8）：その他（自社企画ツアーバス） 

その他情報 
旅行代理店からの依頼割合：33％、 運行日程（日帰り：85％、宿泊：15％）、 

ガイドの添乗状況：10％、 繁忙期：（           ）、閑散期：（           ） 
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自己チェックシート（１／５） 

 
自己チェックポイント 

自己 

判定 
具体的な取組内容等 

担当官 

判 定 

１ 

安
全
管
理
の
考
え
と
計
画 

1. 
 

代表者（経営者）の安全に関する考え

方 

 【考え方を記載してください】 

安全及び法令遵守は公共交通の最大の使命である 

子供が出来るのになぜか大人が出来ない報告・連絡・相談の徹底 

当たり前の事を当たり前に出来れば安全は約束される 

 

2. 安全最優先の原則等を盛り込んだ

「安全方針（社是、企業理念、教え等の

場合有り。）」を策定しているか。 

また、社内に周知（会議、点呼、掲示

等）しているか。 
 

1. 安全方針 

①安全最優先意識の向上と組織の構築 

②安全マネジメント体制の確立と継続的改善 

③安全を支える従業員の能力向上と健康の確保 

④お客様の安全を第一に考えたサービスの提供 

⑤基本方針に基づく施設の確実な実施と法令遵守 

⑥管理者と乗務員との相互コミュニケーション強化 

 

2. 周知方法 

会議・社内掲示の他、HP にて公開 

 

 

3. 
 

安全を確保するための具体的な目標

を定め、その目標を達成するための取

組計画を作成しているか。 

 

1. 具体的な目標 

①有責事故件数前年比 50％減 

②駐車場内での事故撲滅 

③車内事故 0 件 

④ヒヤリハット情報収集の共有化とその活用 

⑤法令速度遵守と余裕を持った車間距離の確保 

 

2. 取組計画 

社内規定により 1 事故に対し一定のペナルティを課す 
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4. 
 

安全を確保するために必要な人員の

採用、配置及び設備（車両等）の更新・

整備などを行っているか。 
 

1. 人員 

正社員の労働日数超過防止の為、臨時社員の定期的採用及び使用 

2. 設備 

営業部と連携した人員配置計画を基に随時募集及び新型車導入 

 

5. 
 

安全統括管理者は、安全確保に向け

て積極的に取り組んでいるか。 
 

1. 取組内容 

経営者自らが安全統括管理者となり、毎日欠かさず現場巡回視察 

 
 
 

 

自己チェックシート（２／５） 

 自己チェックポイント 
自己 

判定 
具体的な取組内容等 

担当官 

判 定 

２ 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

1. 
 

代表者（経営者）は、社員（運転者等）

と安全について話す機会を設けている

か。 

 
1. 機会の概要 

毎月の定例会議の他、目安箱を設置し、随時収集に努める 

 

 

2. 
 

代表者（経営者）は、社員（運転者等）

の安全に関する意見・要望を聴いて対

応しているか。 

 
1. 対応の事例 

早目のタイヤ交換・クラッチ調整・曇り止め電熱線導入など 

 

 

3. 
 

安全に関して各部署を交えた横断的

な話し合いを行っているか。  

1. 話し合いの仕方 

毎週の営業部・総務部ミーティングにて 

 

 

4. 
 

利用者に対する安全啓発（車内アナ

ウンス・掲示等）を行っているか。 
 

1. 安全啓発の内容 

シートベルト着用啓発 DVD 使用及び乗車時社内アナウンス 

 

 

5. 上記 1.～4.について、見直し改善を

行っているか。 

 

1. 見直し改善の具体的事例 

1.2.運転者代表及び整備管理者も交えて経営者へ意見を伝える機会を増加 

3.整備部門・運転者代表の参加も検討中 

4.乗車時以外での安全啓発の励行 
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自己チェックシート（３／５） 

 自己チェックポイント 
自己 

判定 
具体的な取組内容等 

担当官 

判 定 

３ 

事
故
等
情
報
の
収
集
・
活
用 

1. 
 

事故発生時の対応手順や連絡方法等

を決めているか。 

  

1. 取り決めの概要 

手順・連絡方法だけでなく非常召集体制も備え、運行管理関係者以外でもわか

るよう社内掲示 

 
 
 

 

2. 
 

事故、トラブルが発生した場合、再発

防止対策を講じているか。 

 
 

1. 再発防止対策の事例 

当月内の事例は翌月の定例会議にて実際の事故トラブル報告書をもとに皆で

反省し再発防止策を検討する 

同様の事故トラブル再発防止の為、運行指示書に前回の注意点を記載し共有 

 
 
 

 

3. 
 

ヒヤリ・ハット情報を集め、事故防止

に活用しているか。 

 

1. 収集方法 

専用用紙を備え付けてはいるが、自発的には目安箱等では上がりにくい為、会

議時に強制収集 

 

2. 活用事例 

会議にて匿名開示し、皆の反省を促し防止策の共有を図る 

 
 
 

 

4. 
 

利用者の声、他社の事故事例などの

情報を集め、必要に応じて対応等を行

っているか。  

1. 情報の対応事例 

利用者の声を重視し、苦情等を会議にて開示し反省と再発防止を図る 
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自己チェックシート（４／５） 

 自己チェックポイント 
自己 

判定 
具体的な取組内容等 

担当官 

判 定 

４ 

安
全
管
理
体
制
に
お
け
る
取
組
み 

1. 
 

関係法令等の遵守状況の定期的な確

認を行い、また、安全運行に必要な情報

を収集し、社員へ周知を行っているか。 

 

1. 遵守状況の定期的な確認の方法 

運行毎にタコグラフをチェックし、必要に応じて違反歴照会も行う 

 
 

2. 収集及び周知の方法 

道路工事予定が事前に分かる場合は社内掲示 

 
 

 

2. 
 

代表者（経営者）、安全統括管理者等

に対する運輸安全マネジメントに関す

る教育（外部研修等の受講を含む）を行

っているか。 
 

1. 教育の事例 

国土交通省認定セミナーへの参加 

 
 
 
 

 

3. 
 

運転者等の技能要員に対して、必要

な教育・訓練を定期的に行っているか。 

 

1. 教育訓練の概要 

民間主催の運転技能講習等への参加 

狭路や台数口依頼の場合は担当営業員が現地にて交通整理に当たる 

 
 
 

 

4. 教育・訓練の実施状況を踏まえた見

直し改善を実施しているか。 

 

1. 見直し改善の事例 

事故多発地への配車時は事前に実績のある運転者が同行し現地指導 

運転者による相互訓練により安全意識が高まり、軽微な接触事故が減少 
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自己チェックシート（５／５） 

 自己チェックポイント 
自己 

判定 
具体的な取組内容等 

担当官 

判 定 

５ 

見
直
し
と
改
善 

1. 
 

安全に関する目標の達成状況や安全

管理の取組状況を年１回以上定期的に

振り返る機会はあるか。 

 

1. 実施の時期 

平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日 

 
 

2. 目標の達成状況 

① 達成②未達成③達成④達成⑤達成 

 
 

3. 振り返りの状況 

当年 9 月・翌年 5 月の年 2 回 

 
 
 
 

 

2. 安全に関する目標の達成状況や安全

管理の取組状況を年１回以上確認（総

括）して、次の目標や取組計画に反映し

ているか。 

 

1. 反映した事例 

管理側からの一方通行教育だけでなく運転者自身の安全意識を高める為、運

転者全員で順に運行管理補助業務を行う事で相乗効果を生み出す 

 
 

 

3. 
 

安全に関する日々の取組みに問題が

あった場合、改善や対策等を講じてい

るか。 
 

1. 改善・対策の事例 

運転者が遠慮なく意見を出せるよう、運行管理者が経営者とのバイパス役を

担い、経営者への意見を収集し易い環境を構築 

運転者でしか気付かない車両の細かな不調も、非常にコストのかかる故障に

至る前に対処できる 

 
 

 

 


